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　前回（11月号）は，DDS IC AD9834を使ってUSBパ
ワーで動作するディジタル周波数シンセサイザを設計
しました．紹介した回路は，増刊「すぐ使えるディジ
タル周波数シンセサイザ基板［DDS搭載］（CQ出版社）」
のDDS付属基板と同じものです．
　今回は，このDDS付属基板が生成し出力する信号
の雑音性能などを実測してみました．

DDS IC AD9834の出力波形

● DDSのD－Aコンバータ出力の理論値と実際の値
　AD9834のD－Aコンバータ出力波形を直接見てみ
ました．ローパス・フィルタを通す前ですから，sin（x）
/xの形でスプリアスが出ているはずですが，実際に

はどのような波形になっているのでしょうか．
　図1にD－Aコンバータの出力波形を，図2にスペ
クトルを示します．波形を見ると，1MHzではノイ
ズが目立つものの正弦波と言ってよさそうですが，
7.5 MHzになると階段状になり，それ以上の周波数に
なるととても正弦波とはいえません．
　いちばん大きなスペクトラムは，DDSによる設定周
波数ですが，高調波も目立ちます．周波数によっては，
高調波以外にも低い周波数にスプリアスが出ています．

● D－Aコンバータの出力レベルは理論値と一致して
いる
　図2（a）の1MHzのスペクトルを見ると，出力信号
foutのレベルは－18.6 dBmですが，インピーダンス変

短期連載

図1　DDS IC（AD9834）に内蔵されたD－Aコンバータの出力波形
DDSの出力周波数が1MHzくらいまでは正弦波に見えるが，周波数が高くなるとD－Aコンバータのサンプル点が少なくなって波形が階段状になって
くる．75 MHzクロックの1/4である18.75 MHzになると，とても正弦波とは言えない波形になっている．増刊「すぐ使えるディジタル周波数シンセ
サイザ基板［DDS搭載］」の付属基板で実験

（a）1MHz（200 ns/div） （b）7.5 MHz（20 ns/div） （c）15 MHz（20 ns/div）

（d）18.75 MHz（20 ns/div） （e）25 MHz（20 ns/div） （f）30 MHz（20 ns/div）

夢の発振器誕生！20MHzまで1Hzきざみで
ピターッと決まる！ほしい波形が一発で！
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本稿は，2012年8月20日発売の増刊「すぐ使えるディジタル周波数シン
セサイザ基板［DDS搭載］」と内容が重複しています．




